
令和４年３月７日
茨城県科学技術振興課

宇宙ビジネスピッチコンテスト
「IBARAKI Next Space Pitch #2」の受賞者が決定！

【報道関係各位】

情報提供先 ： 県庁記者クラブ、筑波研究学園都市記者会

■本件に係るお問合せは，下記までお願いします。
茨城県産業戦略部技術振興局科学技術振興課 鳥羽、寺杣、神永 (TEL：029-301-2515(直通))

• 日時 ： 令和４年３月２日（水）19:00～21:00（Zoomによるオンライン開催）
• 主催 ： 茨城県、いばらき宇宙ビジネス創造コンソーシアム
• 運営協力 ：一般社団法人 ONE X
• 聴講者 ： 約100名
• 特設Webサイト：https://ibarakispace.onexxxx.com/

●審査委員

原田 正行 国立研究開発法人 宇宙航空研究開発機構(JAXA) 新事業促進部 事業支援課長

松本 紋子 ANAホールディングス(株) グループ経営戦略室 事業推進部 宇宙事業チーム

出口 隆啓 パナソニック(株) インダストリー社宇宙プロジェクトSales & Marketing チームリーダー

本村 謙介 ソニーグループ(株) 事業開発プラットフォーム 新規事業探索部門
宇宙エンタテイメント推進室 プロジェクト推進オフィサー

深浦 希峰 日揮ホールディングス(株) EPC DX部 月面プラントユニット 発起人

茨城県では、宇宙ビジネスにチャレンジする企業及び個人を支援する目的で、ピッチコンテスト
「IBARAKI Next Space Pitch #2」を、3月2日（水）に開催しました。

その結果、グランプリ受賞企業1社、準グランプリ受賞企業2社を以下のとおり決定いたしました。

今後、受賞企業の皆様には、県の支援事業における優遇措置やネットワーキング等を通して、本県
発の宇宙ビジネスが更に展開されて行きますよう支援してまいります。

SPACE COTAN(株)（北海道）

【スペースポートによる産業集積連携】
スペースポートによる航空宇宙産業の集積
を北海道と茨城県で連携して実施し、日本
における宇宙産業のプレゼンス向上を目指
す。

(株)ワープスペース（つくば市）

【衛星間光通信ネットワークサービス
「WarpHub InterSat」】

中軌道にデータ中継衛星を配備することで、
低軌道衛星との常時高速通信が可能となる
ネットワークサービスを構築する。

(一社)Space Medical Accelerator（つくば市）

【宇宙医療分野の事業コーディネーター】
今後宇宙で必要となる医療技術やサービスを
生み出すため、当分野への参入を目指す企業
に専門的な知見の提供・事業立案と伴走を実
施する。

グランプリ

準グランプリ

準グランプリ


